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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

平成２８年　第１回定例会（平成２８年３月８日〜２３日）　全議案
議案番号 議案件名 備考
議案第5号 町営土地改良事業徳之島用水地区（維持管理）計画書の策定 可決
議案第6号 伊仙町過疎地域自立促進計画の策定 可決
議案第7号 字の区域の変更 可決
議案第8号 伊仙町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第9号 伊仙町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第10号 伊仙町ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第11号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第12号 伊仙町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第13号 伊仙町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第14号 伊仙町職員等の旅費等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第15号 伊仙町職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第16号 伊仙町情報公開条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第17号 伊仙町個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第18号 伊仙町特定個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第19号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第20号 伊仙町町税等の滞納に対する行政サービスの制限措置等に関する条例の一部を改正する条
例 原案可決

議案第21号 伊仙町土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第22号 伊仙町文化財保護条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第23号 伊仙町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第24号 伊仙町介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第25号 伊仙町指定地域密着型サービスの人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第26号
伊仙町指定地域密着型介護予防サービスの人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決

議案第27号 平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第11号）について 原案可決
議案第28号 平成27年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第29号 平成27年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第30号 平成27年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第31号 平成27年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第5号） 原案可決
議案第32号 平成27年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第33号 平成28年度伊仙町一般会計予算 原案可決
議案第34号 平成28年度伊仙町国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第35号 平成28年度伊仙町介護保険特別会計予算 原案可決
議案第36号 平成28年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第37号 平成28年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 原案可決
議案第38号 平成28年度伊仙町簡易水道特別会計予算 原案可決
議案第39号 平成28年度伊仙町上水道事業会計予算 原案可決

陳情第１号 軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相談の出来る窓口などの
設置を求める陳情 採択

陳情第２号 精神障がい者の交通運賃割引を求める意見書提出を求める陳情書 採択

陳情第１１号 町道第２西下線〈徳之島３町広域ゴミ処理施設前〉の道路拡幅工事の計画及び早期の着工
について 採択

陳情第１２号 一般廃棄物〈し尿・浄化槽汚泥〉の収集及び運搬業に係る奄美環境開発株式会社の許可申請等に関する陳情書 不採択

（追加議案）
議案第４０号 伊仙町行政不服審査会条例の制定 原案可決
議案第４１号 平成２７年度伊仙町一般会計補正予算（第１２号） 原案可決
議案第４２号 平成２７年度東部地区簡易水道事業東部浄水場施設整備工事（２工区）請負契約 可決
議案第４３号 平成２７年度東部地区簡易水道事業東部浄水場施設整備工事（３工区）請負契約 可決
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歳入　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円，％） 歳出　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円，％）

平成28年度一般会計予算52億8,719万1千円
（前年度と比較して6％の減です。）

歳入5,287,191 歳出5,287,191

議会費87,944（1.7％）

総務費
689,315
（13,0％）

民生費
1,451,075
（27.5％）

衛生費
558,199
（10.6％）

農林水産業費
512,442
（9.7％）

土木費
524,541
（9.9％）

消防費179,978
（3.4％）

教育費362,149
（6.8％）

公債費
893,644
（16.9％）

諸支出金1（0.0％）
予備費5,000（0.1％）

商工費
21,195
（0.4％）

地方交付税
2,928,127
（55.4％）

国庫支出金
673,819
（12.7％）

依存財源
4,548,879（86.0％）

自主財源
738,312
（14.0％）

県支出金
422,233
（8.0％）

町債
524,700
（9.9％）

町税
298,884
（5.7％）

●分担金及び負担金61,572（1.2％）
●使用料及び手数料54,513（1.0％）
●財産収入9,149（0.2％）　●寄附金102（0.0％）
●繰入金115,126（2.2％）　●繰越金1（0.0％）
●諸収入39,518（0.7％）

●地方譲与税72,721（1.4％）　●利子割交付金345（0.0％）
●配当割交付金599（0.0％）　●株式等譲渡所得割交付金1（0.0％）
●地方消費税交付金84,008（1.6％）　●自動車取得税交付金1（0.0％）
●地方特例交付金221（0.0％）　●交通安全対策特別交付金1,600（0.0％）

平成28年度一般会計歳入歳出予算対前年度比較

科目別歳入状況　（単位：千円） 科目別歳出状況　（単位：千円）
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企
業
誘
致
促
進
整
備
対
策
事

業
に
伴
う
貸
工
場
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

企
業
誘
致
促
進
整
備
対
策

事
業
実
施
に
伴
う
貸
工
場

建
設
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
ま
た
、
本
年
４

月
１
日
よ
り
同
貸
工
場
に
お
い
て

開
業
す
る
、
日
本
マ
ル
コ
（
株
）

と
の
企
業
立
地
協
定
締
結
後
の
経

過
報
告
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
費

用
対
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
か
問

う
。

年
間
３
億
３
千
万
円
ほ
ど
の

収
入
を
試
算

（
企
画
課
長
）

平
成
27
年
10

月
２
日
に
、
日
本
マ

ル
コ
（
株
）
と
伊
仙

町
と
の
企
業
立
地
協

定
を
県
立
ち
会
い
の

下
、
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
建

物
に
お
い
て
は
、
２

月
に
完
成
検
査
、
手

直
し
工
事
も
終
え
、
引
き
渡
し
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
立
地
協
定
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
１

月
19
日
に
同
企
業
か
ら
２
名
来

島
さ
れ
、
宿
泊
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
関
係
、
配
送
業
、
事
務
機
器

関
係
の
島
内
業
者
を
回
ら
れ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
工
場
の
設
備
機

器
の
購
入
作
業
を
行
い
、
当
初
は

15
名
規
模
で
工
場
を
稼
働
さ
せ
、

７
月
頃
に
従
業
員
募
集
を
行
い
、

５
年
を
目
途
に
１
１
０
人
規
模

ま
で
持
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
経
済
効
果
と
し
て

は
、
法
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税

の
償
却
資
産
分
、
従
業
員
の
個
人

町
民
税
、
地
方
交
付
税
、
従
業
者

数
を
算
定
基
準
と
し
て
い
る
地
方

消
費
税
交
付
金
、
工
場
使
用
料
な

一
般
質
問

平
成
28
年
　
第
1
回
定
例
会平　博人 議員

ど
で
、
年
間
３
億
３
千
万
円
ほ
ど

の
収
入
を
試
算
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
数
字
で
は
現
わ
せ
な
い

が
、
雇
用
の
場
が
創
出
さ
れ
、
移

住
や
島
へ
帰
郷
し
た
い
方
々
の
問

い
合
わ
せ
や
、
地
元
の
方
か
ら
、

「
子
ど
も
を
島
に
呼
び
た
い
が
採

用
等
は
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
親

御
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
町
に
活
気
を
も
た
ら
し
、

波
及
効
果
が
徐
々
に
表
面
化
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
伊
仙
町
内
の
企
業
か
ら
の
工

場
生
産
物
の
販
売
額
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
伊
仙
町
の
町
民
所

得
の
押
し
上
げ
効
果
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

近
年
に
お
け
る
全
国
の
地

方
自
治
体
に
よ
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
状
況
を
鑑
み
て
、
本
町

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
さ
ら
な
る
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
税
制
改
正
で
、
寄
附
さ
れ
る
本

人
の
収
入
や
他
の
控
除
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
自
己
負
担
の
２
千
円

を
除
い
た
全
額
が
控
除
さ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
枠
」
が
２
倍
に

拡
充
さ
れ
る
な
ど
、
納
税
さ
れ
る

方
の
善
意
に
対
し
て
家
計
に
も
最

大
に
配
慮
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
地
方
創
生
に
向
け

て
の
貴
重
な
財
源
と
な
る
こ
と
を

勘
案
し
た
上
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
議

会
も
含
め
て
、
積
極
的
に
取
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
確
保
に

向
け
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
の
設
立
並
び
に
施
策
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
町
と
し

て
の
見
解
を
問
う
。

官
民
一
体
で
取
組
ん
で
い
き

た
い

（
総
務
課
長
）
平
成
26
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
は
、
32
件
で
８
０
２
万
５
千

円
、
平
成
27
年
度
は
、
54
件

で
１
，
２
３
３
万
３
千
円
と
、

４
０
０
万
程
度
伸
び
て
き
て
お
り

ま
す
。
平
成
27
年
度
に
お
い
て
、

新
た
に
取
組
ん
だ
こ
と
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
、
コ
ン
ビ
ニ

決
済
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
の

導
入
、
振
込
用
紙
を
作
成
し
、
専

用
口
座
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
税
制
改
正
で
企
業

版
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
創
設
さ

れ
、
さ
ら
に
拡
充
が
期
待
さ
れ
ま

す
が
、
行
政
だ
け
で
の
取
り
組
み

で
は
、
あ
る
程
度
の
限
界
を
感
じ

て
い
る
の
で
、
28
年
度
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
組
織
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
職
を
設
け
る

（
町
長
）
専
任
を
決
め
る
こ
と
は

大
変
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国
を
営

業
で
走
り
回
る
く
ら
い
の
気
概
と

行
動
力
が
あ
る
職
員
を
育
て
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
ら
希
望
が
あ
れ
ば
率
先
し
て
育

て
、
希
望
が
無
い
場
合
は
こ
ち
ら

か
ら
指
定
し
て
専
門
職
を
設
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
宝
日
本
一
と
し
て
の
対
応
は

わ
が
国
で
は
、
貧
困
問
題

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お

問

問

問

答

答

日
本
マ
ル
コ
株
式
会
社
（
糸
木
名
集
落
）
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な
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
保
健
福
祉
関
係
に
お

い
て
は
、
保
健
師
等
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
が
、
他
町
よ
り
は
少
な

い
状
況
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

資
格
を
持
ち
な
が
ら
仕
事
を
や
っ

て
い
な
い
方
々
の
発
掘
な
ど
も
含

め
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
去
年
の
災
害
の
対
応
に

関
し
て
は
、
若
手
職
員
が
横
断
的

な
形
で
耕
地
課
、
建
設
課
、
経
済

課
な
ど
で
連
携
を
み
ず
か
ら
作
り

だ
し
て
き
て
い
る
状
況
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
や
は
り
今
後
は
少
な

い
職
員
の
中
で
、
い
か
に
し
て
多

く
の
職
員
が
複
数
の
仕
事
を
や
っ

て
い
け
る
か
な
ど
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
部
地
区
畑
総
事
業
管
内
の

道
路
舗
装
の
実
施

県
営
畑
総
事
業
東
部
地
区

が
昭
和
50
年
代
に
82
ｈ
ａ

完
了
し
、
畑
か
ん
事
業
に
お
い
て

は
平
成
10
年
代
に
完
了
し
て
い

る
が
、
畑
総
区
域
が
全
面
的
に
勾

配
が
き
つ
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら

道
路
舗
装
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道

路
面
が
特
に
台
風
や
大
雨
が
降

る
と
、
道
路
は
先
堀
さ
れ
、
コ
ー

ラ
ル
リ
ー
フ
が
流
さ
れ
て
い
る
。

沈
砂
池
に
お
い
て
は
、
満
杯
状
態

に
な
り
、
土
砂
流
出
防
止
対
策
の

り
、
社
会
的
弱
者
へ
の
様
々
な
救

済
策
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
そ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
中
で
も
特
に
問
題

視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
子
ど
も
の

貧
困
問
題
で
、
特
に
母
子
・
父
子

家
庭
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況

に
よ
り
保
護
者
や
子
ど
も
達
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
な
い
社
会
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い

て
も
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
悩

ん
で
い
る
方
が
い
な
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
特
に
本
町
を
は
じ
め
、

子
宝
日
本
一
と
し
て
も
認
知
さ
れ

て
い
る
徳
之
島
に
あ
っ
て
、
子
ど

も
の
貧
困
問
題
は
看
過
で
き
る
問

題
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

で
本
町
に
お
い
て
、
貧
困
問
題
に

該
当
す
る
事
例
が
各
分
野
に
お
い

て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か

問
う
。

子
ど
も
達
が
心
豊
か
に
、
保

護
者
が
安
心
安
全
に
子
育
て

で
き
る
よ
う
今
後
対
応

（
保
健
福
祉
課
長
）
社
会

情
勢
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
中
、
貧
困
に
か
か
わ
る
課
題

は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
日
本
一

高
い
本
町
で
も
、
各
分
野
に
お
い

て
課
題
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

主
要
施
策
な
ど
手
が
け
て
い
ま
す

が
、
町
民
所
得
が
県
内
で
も
低
い

会
計
検
査
に
対
応
出
来
る
技

術
職
員
の
育
成

現
在
、
各
課
に
お
け
る
技

術
者
並
び
に
専
門
職
員
に

つ
い
て
、
専
門
職
を
要
す
る
各
課

は
も
と
よ
り
、
災
害
、
道
路
、
港

湾
事
業
な
ど
を
担
当
す
る
に
は
技

術
者
並
び
に
専
門
職
員
の
配
置
の

問
題
は
、
事
業
の
進
捗
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
観
点
か
ら
、
非
常

に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
特
に
、

今
後
の
新
規
事
業
の
要
望
や
国

や
県
に
対
し
て
の
交
渉
段
階
に
お

い
て
、
専
門
的
技
術
を
要
し
、
ま

た
知
識
の
な
い
職
員
が
対
応
す
る

と
、
今
後
の
事
業
に
お
い
て
は
、

従
来
以
上
に
成
果
及
び
実
績
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
は

必
至
で
、
最
終
的
に

は
会
計
検
査
の
対
応

ま
で
担
う
こ
と
を
勘

案
し
た
場
合
、
技
術

者
並
び
に
専
門
職
員

の
配
置
は
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
現
在
、
本

町
の
技
術
者
並
び
に

専
門
職
員
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を

遂
行
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。
ま

た
、
専
門
を
要
す
る
事
業
を
担
う

各
課
へ
の
配
属
に
お
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
て
配
属
さ

れ
て
い
る
の
か
町
長
の
見
解
を
問

う
。

専
門
技
術
職
員
の
募
集
を
進

め
る

（
町
長
）
現
在
、
全
国
的

に
も
、
特
に
土
木
建
築
部

門
の
技
術
者
が
大
変
不
足
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
去
年
は
募

集
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
前
々
回

の
職
員
採
用
で
は
、
２
人
の
建
築

土
木
関
係
の
方
を
採
用
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
の
需
要
、
必
要
性
な

ど
を
考
え
て
み
た
場
合
、
土
木
技

術
者
、
建
築
の
専
門
家
、
港
湾
の

専
門
家
も
不
在
の
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
年
度
の
採
用
試
験
に

お
い
て
は
、
専
門
職
の
募
集
も
行

美山　保 議員

問

問

答

答

状
況
に
あ
り
、
生
活
保
護
率
は
、

平
成
26
年
度
千
人
当
た
り
に
対

し
て
４
２
．
５
人
で
、
大
島
郡
の

中
で
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
県
の
事
業

で
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
制
度

も
始
ま
っ
て
お
り
、
島
内
に
お
い

て
は
、
各
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
に
な
っ
て
支
援
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
所
得
が
低

い
こ
と
か
ら
、
本
町
の
貧
困
世
帯

に
つ
い
て
は
、
特
に
子
育
て
の
時

点
か
ら
厳
し
い
状
況
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。
子
宝
日
本
一
の
町
と
し

て
、
ま
ず
は
関
係
部
署
、
ま
た
は

関
係
機
関
が
連
携
し
て
相
談
体
制

等
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が
心

豊
か
に
、
そ
し
て
子
育
て
中
の
保

護
者
が
安
心
安
全
に
子
育
て
で
き

る
よ
う
今
後
対
策
を
講
じ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
の
貧
困
問
題

が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
社
会
的
弱
者

へ
の
様
々
な
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、
児
童
生
徒
が
置

か
れ
て
い
る
生
活
環
境
や
経
済
状

況
、
親
子
関
係
等
、
多
く
の
こ
と

が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
経
済
的

に
困
難
と
思
わ
れ
る
家
庭
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
、
要
保
護
や
準
要

保
護
に
あ
た
る
保
護
者
に
対
し

て
、
就
学
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
援
助
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
学

力
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
小
学
校

で
漢
字
検
定
、
中
学
校
で
は
漢
字

検
定
と
英
語
検
定
の
受
験
料
の
一

部
を
町
が
負
担
し
、
全
て
の
児
童

生
徒
が
挑
戦
で
き
る
よ
う
28
年
度

は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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健
全
財
政
の
推
進

「
施
政
方
針
に
年
々
増
え

続
け
る
公
債
費
で
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
起
債
償

還
を
勘
案
し
た
う
え
で
の
財
政
計

画
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
の

か
。

今
後
10
年
間
の
中
長
期
財
政

計
画
を
樹
立

（
総
務
課
長
）
平
成
26

年
度
末
の
公
債
費
が

８
億
７
，
１
０
０
万
円
で
、
平

成
31
年
度
の
予
定
が
10
億
１
，

観
点
か
ら
も
抜
本
的
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
水
土

里
サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
っ
て
年
間

２
４
０
万
円
の
予
算
で
維
持
管
理

さ
れ
て
い
た
が
、
問
題
の
解
決
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
集
落
民
並
び

に
地
権
者
に
お
い
て
も
困
惑
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
農

業
に
勤
し
む
為
の
環
境
整
備
（
道

路
舗
装
等
）
及
び
方
策
は
検
討
で

き
な
い
か
問
う
。

年
次
的
に
県
単
・
町
単
事
業

で
対
応
を（

耕
地
課
長
）
東
部
地
区

の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

か
け
て
い
る
状
況
で
有
り
ま
す
。

ま
た
、
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
東
部
の
ひ
ま
わ
り

会
の
方
々
の
活
動
に
は
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
当
初
、
東
部
地

区
に
お
き
ま
し
て
は
、
畑
か
ん
事

業
の
完
了
後
に
畑
地
帯
農
道
網
の

事
業
を
要
望
し
て
い
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
採
択
に
は

至
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
継
続
的
に
農
道

網
の
お
願
い
は
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
畑
地
帯
農
道
網

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
採

択
要
件
に
野
菜
指
定
産
地
が
な

さ
れ
て
い
な
い
と
申
請
が
出
来
な

い
と
い
う
事
で
す
が
、
伊
仙
町
で

は
、
野
菜
指
定
産
地
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
要
件
的
に
不
備
な
と
こ

ろ
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
お

っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
東
部
地
区
を

は
じ
め
、
町
内
の
畑
総
地
区
全
体

の
農
道
舗
装
を
で
き
る
の
が
、
こ

の
畑
地
帯
農
道
網
事
業
ぐ
ら
い
し

か
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
そ
の
採
択
要
件
に

合
致
し
な
い
為
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
、
年
次
的
に
県
単
事
業
か
町
単

事
業
で
少
し
ず
つ
舗
装
を
進
め
て

い
く
し
か
な
い
の
か
と
今
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

体
育
館
へ
の
渡
り
廊
下
の
整
備

面
縄
中
学
校
に
お
け
る
校

舎
と
体
育
館
の
渡
り
廊
下

の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
特
に
、

当
該
中
学
校
に
お
い
て
は
、
雨
天

時
に
非
常
に
不
便
を
来
し
て
お

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
か
ら
は
、

学
校
施
設
に
対
す
る
多
額
の
整
備

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て

難
色
を
示
し
て
い
る
。
町
の
財
政

状
況
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
最
低

限
の
教
育
環
境
の
改
善
は
行
政
に

お
い
て
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
取
り
組
む
意
思

は
あ
る
の
か
問
う
。

年
次
的
に
計
画
し
て
行
く

（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

本
来
の
伊
仙
町
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
し
て
も
財
源
が
伴
っ
て
き
ま
す

の
で
、
町
の
財
務
担
当
と
協
議
の

上
、
年
次
的
に
計
画
を
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
工
事
と
し
て
発
注

し
て
行
く
と
い
う
方
法
以
外
に

も
、
工
事
費
を
抑
え
る
た
め
に
材

料
費
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
協
力
で

き
る
の
か
、
そ
の
辺
も
含
め
て
、

答

答

問

９
０
０
万
円
と
ピ

ー
ク
に
な
り
ま
す
。

平
成
32
年
度
か
ら

年
々
減
少
傾
向
に

転
じ
る
予
定
で
す
。

地
方
債
の
残
高
は

平
成
26
年
度
末
決

算
で
８
２
億
１
，

８
２
９
万
１
千
円
と

い
う
状
況
で
あ
り
、

平
成
31
年
度
に
は
６
８
億
１
，

０
５
４
万
４
千
円
と
な
る
予
定
で

す
。
地
方
債
の
残
高
は
平
成
26
年

度
か
ら
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、

財
政
健
全
化
の
た
め
、
ま
ず
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
中
長
期
財
政
収
支
の
試

算
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、

徳
之
島
ダ
ム
負
担
金
の
一
括
償
還

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
償

還
と
い
う
形
で
計
画
し
て
い
ま

す
。

各
地
区
の
施
設
維
持
管
理
に

交
付
金
の
要
望

牧　徳久 議員

答 問

面
縄
中
学
校

ま
ず
は
し
っ
か
り
財
政
的
な
検
討

を
し
て
い
き
、
各
学
校
が
11
校
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
全
体
の
優

先
順
位
と
言
う
の
も
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
も
含
め
て
教
育
委
員
会
と
し

っ
か
り
協
議
を
し
な
が
ら
前
向
き

に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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か
問
う
。

「
長
寿
・
子
宝
の
町
」
の
発

信
を

（
企
画
課
長
）
本
町
に
は

既
に
日
本
マ
ル
コ
（
株
）

が
進
出
し
て
お
り
、
こ
の
企
業
経

営
が
う
ま
く
い
け
ば
地
理
的
条
件

の
厳
し
い
離
島
に
お
い
て
も
会
社

経
営
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
奄
美
・

琉
球
諸
島
が
世
界
自
然
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
は

長
寿
・
子
宝
の
島
と
い
っ
た
徳
之

島
に
し
か
な
い
魅
力
を
う
ま
く
活

用
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
議
会

側
へ
打
診
の
あ
っ
た
企
業
の
誘
致

に
よ
り
農
家
所
得
の
飛
躍
的
な
向

上
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
伊

仙
町
企
業
誘
致
条
例
や
伊
仙
町
過

疎
地
域
産
業
開
発
条
例
な
ど
を
活

用
し
て
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

農
地
、
農
業
用
水
利
施
設

の
維
持
管
理
及
び
環
境
保

全
の
た
め
の
組
織
支
援
の
た
め
、

国
・
県
か
ら
、
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
」
と
い
う
補
助
金
が
支

払
わ
れ
て
い
る
が
、
広
大
な
農
地

を
有
す
る
第
二
三
崎
地
区
・
上
晴

地
区
・
小
島
河
地
地
区
だ
け
が
指

定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
早
急
に
指
定
す
る
考
え
は
な

い
の
か
問
う
。

早
急
な
組
織
体
制
の
確
立

（
耕
地
課
長
）
こ
の
質
問

に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年

も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
県
に

要
望
し
て
お
り
ま
す
。
各
組
織
の

面
積
を
ま
ず
確
定
し
て
、
地
元
の

役
員
体
制
の
組
織
化
を
進
め
な
が

ら
、
平
成
28
年
度
中
に
申
請
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

防
風
対
策
で
付
加
価
値
の
高

い
作
物
栽
培

亜
熱
帯
果
樹
の
パ
パ
イ
ヤ

栽
培
が
一
昨
年
あ
た
り
か

ら
奨
励
さ
れ
、
栽
培
農
家
も
増

え
つ
つ
あ
り
、
ま
た
本
年
度
の

「
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
」
に
お
い
て
の
取

引
価
格
も
キ
ロ
当
り
１
４
０
円
～

１
５
０
円
程
度
で
取
引
さ
れ
、
良

好
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
島

内
で
約
40
戸
の
農
家
が
希
望
し
て

い
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
パ
パ
イ
ヤ
栽
培
で

は
、
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
が
防

風
対
策
で
あ
り
、
こ
れ
を
克
服
す

れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
換
金
作
物
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
平
張
り
ハ
ウ

ス
な
ど
防
風
ネ
ッ
ト
の
補
助
率
ア

ッ
プ
と
、
町
の
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
問
う
。

安
定
し
た
販
路
確
保
で
高
収

益
実
現
を（

経
済
課
長
）
徳
之
島
で

の
パ
パ
イ
ヤ
栽
培
は
、
平

成
26
年
度
に
ダ
イ
エ
ー
側
か
ら
パ

パ
イ
ヤ
を
原
料
に
し
た
商
品
開
発

の
提
案
を
受
け
、
県
と
Ｊ
Ａ
経
済

連
が
産
地
化
計
画
に
着
手
し
ま
し

た
。
防
風
対
策
の
補
助
率
ア
ッ
プ

と
町
の
支
援
に
つ
い
て
で
す
が
、

県
の
青
果
物
生
産
出
荷
安
定
基
金

協
会
が
実
施
し
て
い
る
果
樹
経
営

支
援
対
策
事
業
を
活
用
し
、
防
風

ネ
ッ
ト
の
整
備
、
導
入
に
つ
い
て

２
分
の
１
で
の
補
助
率
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
町
単
独
の
補
助
率
ア

ッ
プ
、
支
援
策
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

春
一
番
ブ
ラ
ン
ド
バ
レ
イ
シ

ョ
の
更
な
る
拡
大
支
援

伊
仙
町
に
お
け
る
農
業
の

形
態
は
、
基
幹
作
物
の
さ

と
う
き
び
、
畜
産
、
春
一
番
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
が

主
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で

は
仔
牛
価
格
の
上
昇
に
加
え
バ
レ

イ
シ
ョ
価
格
も
２
年
連
続
高
値
が

続
い
て
い
る
。
更
な
る
バ
レ
イ
シ

ョ
農
家
拡
大
支
援
の
た
め
、
零
細

農
家
で
も
対
応
で
き
る
小
型
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
補
助
事
業
導
入
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
問
う
。

開
発
基
金
の
有
効
活
用
を

（
経
済
課
長
）
以
前
は
、

国
庫
補
助
事
業
や
県
単
独

事
業
に
よ
る
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の

導
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
単
独

事
業
に
お
い
て
も
財
政
状
況
が
厳

し
い
と
い
う
事
で
、
現
在
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
町
で
は
開
発
基
金

の
融
資
を
推
進
し
て
お
り
、
農
家

の
さ
ま
ざ
ま
な
初
期
投
資
な
ど
、

非
常
に
有
利
な
状
況
に
変
っ
て

来
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル
も
か
な
り

低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

伊
仙
町
企
業
団
地
の
造
成

伊
仙
町
糸
木
名
地
区
に
整

備
さ
れ
て
い
る
貸
工
場
も

完
成
し
、
誘
致
企
業
「
日
本
マ
ル

コ
（
株
）
」
も
本
年
４
月
に
稼
働

す
る
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
施
政
方
針
に
も
「
今
後
と

も
、
伊
仙
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
誘
致
し
て
い
き
ま
す
。
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
２
月
下
旬

に
本
町
議
会
に
バ
レ
イ
シ
ョ
を
中

心
と
し
た
６
次
産
業
に
関
す
る

加
工
施
設
を
設
置
し
た
い
と
い
う

意
思
を
示
し
て
い
る
企
業
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

答

答

答

答

問

問問

問
パ
パ
イ
ヤ
畑
（
木
之
香
集
落
）
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合
的
な
地
域
力
。
こ
の
よ
う
な
伊

仙
町
に
あ
る
資
源
、
宝
を
ど
の
よ

う
に
磨
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

こ
そ
が
、
町
の
発
展
に
直
結
し
、

更
な
る
経
済
活
動
も
生
ま
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
様
々
な

政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
創

生
予
算
を
獲
得
し
、
先
人
が
行
っ

て
き
た
伝
統
文
化
や
地
域
集
落

を
守
り
抜
く
つ
も
り
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
地
方
創
生

そ
の
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

特
産
品
加
工
工
房
の
稼
働
状

況
及
び
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て特

産
品
加
工
工
房
に
お
け

る
現
在
の
稼
働
状
況
に
つ

い
て
、
事
業
当
初
の
目
的
を
鑑
み

て
、
費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。
計
画
当
初
に
は
、
加
工
工

房
施
設
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す

意
味
で
も
、
新
た
な
施
設
建
設
を

企
業
側
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
も
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
加
工
工
房
運
営
に
あ
た

っ
て
、
改
め
て
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
企
業
側
か
ら
の
説
明
等

ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。

な
も
の
に
す
る
か
、

都
会
の
方
を
引
き
付

け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な

ど
で
、
う
ま
く
活
用

で
き
て
い
る
か
、
今

後
と
も
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
で
適
切
な
情
報
発

信
、
移
住
関
係
者
や

伊
仙
町
に
興
味
の
あ

る
方
へ
の
実
務
的
な

紹
介
が
で
き
る
よ
う

な
態
勢
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
伊
仙

町
」
と
い
う
こ
と
で
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、
各
界
の
著
名
人
や
有
識
者
に

よ
る
数
多
く
の
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
参
考
に
し
、

取
組
ん
で
い
こ
う
と
思
わ
れ
る
提

言
等
は
あ
っ
た
の
か
問
う
。

ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
を

（
町
長
）
現
在
、
鹿
児
島

県
も
南
に
開
か
れ
た
鹿
児

島
県
と
い
う
こ
と
を
標
榜
し
て
お

り
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
効
果

は
ま
さ
に
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客

を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
く

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

沖
縄
を
含
め
て
南
西
に
向
か
っ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
農
産
物
の
販
売
等
に
関
し
て

も
、
今
後
我
々
は
東
京
ば
か
り
で

は
な
く
、
南
西
を
向
い
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
共
通
認

識
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
町
長
室

に
は
横
に
し
た
世
界
地
図
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
あ
い
う
も
の
を
眺
め

て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
の
こ
の
地

域
は
逆
に
非
常
に
有
利
な
地
域
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

野
寺
先
生
の
提
言
で
あ
り
ま
し
た

が
、
経
済
交
流
、
職
員
交
流
、
観

光
等
々
、
ア
ジ
ア
と
の
交
流
を
真

剣
に
模
索
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

東
京
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
懇
親
会
を
通
じ
て
、
改

め
て
我
々
の
地
域
に
は
、
「
伝
統

文
化
」
・
「
環
境
」
・
「
人
」
こ

う
い
っ
た
財
産
や
資
源
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
源
や

財
産
を
う
ま
く
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
小
さ
く
て
も
持
続

可
能
な
地
域
経
済
が
生
ま
れ
て
い

く
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
方

創
生
の
取
組
を
一
過
性
の
も
の
に

せ
ず
、
確
実
に
成
功
さ
せ
、
地
域

が
永
続
的
に
繁
栄
し
て
い
く
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
改
め
て

町
長
の
見
解
を
問
う
。

（
町
長
）
地
域
の
伝
統
文

化
の
復
活
と
更
な
る
発

展
、
そ
し
て
世
界
自
然
遺
産
登
録

目
前
で
も
あ
る
豊
か
な
自
然
、
総

（
町
長
）
実
際
の
運
営
を

開
始
し
た
も
の
の
、
様
々

な
課
題
が
生
じ
、
当
初
の
事
業

計
画
通
り
に
な
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
り
ま
す
。
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
の

製
品
化
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
い

ろ
ん
な
壁
が
あ
っ
た
り
、
状
況
の

変
化
が
生
じ
て
き
た
り
し
て
い
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
と
あ

る
た
び
に
大
阪
、
東
京
、
山
形
に

行
っ
て
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
交
渉

を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
彼
ら
も
相
当
前
向
き
な
気

持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、

事
業
計
画
は
我
々
伊
仙
町
と
５
つ

の
会
社
と
の
契
約
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
は
必
ず
実
行
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
強
く
要
望
し
て
参

り
ま
す
。

問

問

答

問

要
望

答

伊
仙
町　
特
産
品
加
工
工
房

地
方
創
生
の
取
組
に
対
す
る

反
響

地
方
創
生
推
進
室
を
中
心

に
様
々
な
計
画
や
離
島
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
を
発
信
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
発
信
に
対
す

る
島
内
外
か
ら
の
反
響
や
問
合
せ

の
状
況
を
問
う
。

（
町
長
）
反
響
は
大
変
大

き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
け

る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を
進
行
中

で
あ
り
ま
す
。

（
企
画
課
長
）
反
響
や
問
い
合
わ

せ
に
関
し
て
は
、
郷
友
会
や
マ
ス

コ
ミ
、
他
の
市
町
村
か
ら
数
多
く

ご
ざ
い
ま
す
。
伊
仙
町
に
関
心
を

持
た
れ
た
方
に
と
っ
て
、
最
初
の

入
り
口
は
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
い
か
に
魅
力
的

福留　達也 議員

問答
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の
条
例
が
県
、
他
の
市
町
村
と
比

較
し
て
軽
い
処
分
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
部

分
の
改
正
な
ど
を
議
論
し
な
が
ら

時
代
に
即
し
た
も
の
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
条
例
を
改
正
し

て
戴
き
た
い
。
ま
た
町
の

職
員
は
町
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

り
且
つ
町
民
の
財
産
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
長
は
そ
の
こ

と
を
十
分
理
解
し
て
、
今
後
の
指

導
、
教
育
を
通
し
て
綱
紀
粛
正
に

努
め
、
伊
仙
町
の
汚
名
返
上
、
名

誉
挽
回
に
尽
力
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

な
表
現
す
ら
使
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
事
に
関
し
て
町

の
最
高
責
任
者
と
し

て
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
い
ろ
ん

な
意
味
で
伊
仙
町
が

評
価
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
き
た

中
で
今
回
の
件
、
飲

酒
運
転
の
件
は
全
て
を
水
泡
に
帰

す
よ
う
な
事
で
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
事
件
に
関
し
て
は
危
機
管
理

も
含
め
徹
底
し
た
再
発
防
止
機

関
、
再
発
防
止
委
員
会
を
設
置
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
説
明
責

任
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
必
要
に

応
じ
て
事
あ
る
ご
と
に
説
明
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
か
ら
は
「
停
職
６
か

月
の
処
分
は
軽
い
の
で
は

な
い
か
。
」
と
い
う
意
見
も
聞
こ

え
る
が
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
処

分
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
町
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
と
思
う
か
問

う
。

（
町
長
）
処
分
の
重
さ
に

関
し
ま
し
て
は
、
町
の
条

例
上
、
ま
た
県
と
も
相
談
し
た
結

果
、
懲
罰
委
員
会
で
最
終
的
に
決

定
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
町
に

計
り
知
れ
な
い
損
失
を
与
え
た
訳

で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
総
合

的
に
み
る
と
、
こ
こ
で
懲
戒
免
職

で
き
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
職
員

の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

こ
で
思
い
切
っ
て
条
例
を
改
正
す

る
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
職
員
採
用
選
考
の
時
点

で
、
そ
の
人
物
の
人
と
な
り
と
か

も
調
査
す
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の

見
解
は
。（総

務
課
長
）
条
例
を
作

る
場
合
、
地
方
公
務
員
法

を
基
に
作
っ
て
お
り
、
停
職
の
場

合
１
か
月
か
ら
６
か
月
と
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
停
職
６
か
月
と
い

う
の
は
一
番
重
い
処
分
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
上
に
な
る
と
免
職
と

な
り
ま
す
。
あ
と
伊
仙
町
の
条
例

に
関
し
て
い
え
ば
酒
気
帯
び
関
係

要
望

野
球
賭
博
事
件
に
つ
い
て

暴
力
団
が
関
係
す
る
野
球

賭
博
事
件
が
発
覚
し
、
町

職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
町
民

及
び
全
国
の
郷
土
出
身
者
の
方
々

に
も
大
変
衝
撃
的
な
事
件
が
発
生

し
た
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
も
、
飲

酒
運
転
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。

町
長
は
通
り
一
遍
の
謝
罪
を
し
た

が
そ
れ
で
済
ま
せ
ら
れ
る
事
案
で

な
い
こ
と
位
は
百
も
承
知
で
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
町
長

は
町
民
及
び
郷
土
出
身
者
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
過
去
の
反
省

を
生
か
す
意
味
で
も
町
は
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
っ
て
き
た
の
か
、

ま
た
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
の

か
明
快
か
つ
詳
細
な
説
明
を
求
め

る
。

（
町
長
）
今
回
の
事
件
は

町
民
、
出
身
者
の
方
々
に

大
変
な
衝
撃
を
与
え
、
報
道
等
で

は
「
ま
た
徳
之
島
」
と
い
う
ふ
う

岡林　剛也 議員

と
す
る
こ
と
よ
り
も
生
ま
れ
変
わ

っ
た
気
持
ち
で
町
民
の
公
僕
と
し

て
、
信
頼
と
損
失
を
取
り
戻
す
こ

と
に
一
生
を
か
け
て
仕
事
を
し
て

い
く
方
が
本
人
の
償
い
と
成
長
に

お
い
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
今
回
の
処
分
と
し
て
は
正

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。再

発
防
止
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
と
い
う
が
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
対
策
と
ど
う
違
う

か
、
ま
た
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

ど
う
い
っ
た
方
々
な
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）
今
ま
で
公

務
員
の
綱
紀
粛
正
、
服
務

に
関
す
る
遵
守
に
つ
い
て
、
月
１

回
朝
礼
を
し
、
指
導
を
し
て
き
た

が
、
そ
の
中
で
起
き
た
事
件
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
委
員
会
を
作

り
、
も
っ
と
踏
み
込
ん
で
ど
う
い

う
指
導
を
し
て
い
く
か
議
論
を
し

た
う
え
で
再
発
防
止
の
指
導
を

強
化
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

町
長
、
教
職
員
、
議
会
議
員
、
民

間
の
方
も
入
れ
込
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
、
現
在
検
討
中
で
す
。

毎
回
毎
回
、
何
回
朝
礼
、

指
導
し
て
も
問
題
が
出
て

く
る
の
は
今
ま
で
の
処
分
が
軽
か

っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
何
を
し

て
も
懲
戒
免
職
に
は
な
ら
な
い
、

問

問問

問答

答

答

答

伊仙の風景
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　平成28年3月に行われた第1回定例会において、「住宅リース
事業」として、平成29年度から48年度までの20年間の期間、上
限1億8,000万円（毎年900万円）を債務負担するものとして提
案されましたが、今後継続して負担することを考慮して、議会と
して独自の調査研究を行ったうえで、町執行部と改めて財政的な
負担軽減策を念頭に、議論を重ねる必要があるとの見解でまとま
り、平成28年度一般会計予算は「債務負担行為」を除いたかた
ちで採択されました。
　そこで、議員一同鹿児島で行われた県市町村議員研修会に合
わせ、翌日の5月13日（金）に、「住宅リース事業」を先駆的に
導入している姶良市及び、大崎町へ研修に行ってまいりました。

※姶良市及び、大崎町での研修内容については類似事業であることから、一括して掲載して
いるところもございます。

姶良市「民間を活用した住宅建設（リース事業）。大崎町「大崎町子育て世帯定住促進住宅」
若年層の定住を促進し、地域の活性化を図り、特に各学校の維持存続（休校対策）など、主に町外か

ら町内への定住を促進する。
既存の市（町）有地がそれほど多くない中で、効率よく、多くの世帯に、さらには

今後の財政負担の平準化、維持管理の負担軽減などを考慮した結果、既存の集合住宅の整備と並行して、こ
の「リース事業」の導入に至った。

契約方法は、両市町どちらもリース方式（PPP）で、Y社が
契約者となっており、債務負担期間については、大崎町は20年間。姶良市は15年から18年。契約期間の経過
後は、市（町）へ譲渡され（当初の契約による）、譲渡の際は、一時金などは一切発生しないとのこと。

メリットとして、財政負担の平準化、関連工事の一括発注によるコスト
と工期の縮減、契約期間内の経費（修繕、維持管理）の固定化。デメリットとしては、債務負担期間が終了し
ていないのでなんとも言えないが、契約期間が経過して市（町）が管理をしなければならない状況になった場
合の負担を懸念。

滞納が無い者、暴力団員でないことなどはもちろんのこと、どちらとも高校生
以下の子どもがいることが絶対条件。入居者選考方法については、町外からの町内居住を目的としていること
から、町内者は1回の抽選に対して、町外者は2回の抽選（当選確率が2倍）など、その市町村に即した選考方
法を取り入れていた。

Y社のこれまでのノウハウを活かして建てたということで、非常に良い設計と評判である
とのこと。理由として、デジタル放送や、衛星放送、インターネット回線等を完備。また、各室には必ず子ど
もがいるということから、隣に気を使わないよう全室角部屋で隣とは階段で隔てられている。さらには、一階
は人目や防犯の面でも人気がないことから、一階のメリットとして一階のみの専用庭があることなどが人気の
ポイントであるとのことでした。この設計においては、姶良市、大崎町どちらもほぼ同じ設計となっていた。

所管事務調査（姶良市・大崎町）平成２８年５月１３日（金）

研修内容
事業名
目的

リース事業に至った経緯

契約方法・契約相手方・債務負担期間とその後

リース事業のメリット・デメリット

入居資格・入居者選考方法

建物の構造・設計

　伊仙町においても町外からの定住を促進し、人口増加に資する住宅施策は重要課題である
と考えられるが、財政の厳しい状況のなかで、このような新たな事業の取り組みも必要にな
ってくるのではないかと思われる。しかし財源は必ず伴ってくるので、本町に適した方法を
精査し、取組む必要がある。

姶良市（室内研修）

大崎町（なのはなタウン）

1階者専用庭 姶良市（山田団地）
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? どうなった?
あの一般質問の行方は…

あなたの声が地域を変える

伊仙町での暮らしについては？

徳之島に移住したきっかけは？

声

声

小島集落周辺での改善すべきところは？声

（インタビュー者：牧議員）声町民の

鷺
さぎさか

坂　秀
ひでみ

美（５２歳／男）
　静岡県富士市の生まれで、東京で育ちました。
　運送業やパソコン修理業を経て、現在は、Ａコープ徳之島
店にて勤務しています。
　家内は看護師として働き２人で楽しい時間を過ごしていま
す。

●皆さん親切で、Ｉターン者の私にも寛大なもてなしで接して頂き感謝しています。
●現在の住まいは小島ですが、人の良さや自然豊かな環境で安心して生活ができます。
●言葉の点で不安もありましたが、丁寧に話して頂けるので安心しています。

　４１歳の時、小島出身の（旧姓：勝のとみ）と出会い、大阪で１０年ほど生活をしながら、家内の故郷であ
る徳之島へ何度か帰省し、ご近所の方々の優しさや、満天の星空、青く広大な海に惹かれ家内の両親のＵ
ターンに合わせて移住しました。

●小島集落では、場所によって道路が悪く、車や散歩ですら不安があるため、改善して欲しいと思います。
●星空の観察の妨げにもなり多くは必要ありませんが、街灯が少なく、ソーラー式（ＬＥＤ）があると良いと
　思います。
●近所にはスーパーなどのお店が無く、買い物へ行くにも車で２０～３０分を要し、不便を感じます。

秀美さん・のとみさん

（第１会定例会　牧議員の一般質問）
　赤土バレイショ「春一番」も県指定ブランド化となりましたが、一向に価格が安定しない。産地間の出荷競合
を防ぐなど経済連などとも連携し、リレー出荷の確立ができないか。また、今年は雨天が多く、そうか病の発生
が多いと聞くが、これを廃棄処理せず、有効活用（ポテトチップス加工）などできないか。
（その後）
　西犬田布集落の加工
センターにて、加工組
合が主体となってポテ
トチップスなど地元で
採れたバレイショを使っ
た試作品づくりに取り
組みました。味・品質と
もに良質であり、現在
百菜で試験販売を行っ
ていて、好評を得ている
との報告が来ています。

　平成２６年に行われた定例会で通告された一般質問を
追跡調査し，随時掲載して参ります。
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※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議会の動き

編
集
後
記

委
員
長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
岡
林
　
剛
也

委
　
　
員
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

来
る
日
も
来
る
日
も
雨
、
雨
、
雨
。
梅
雨
、
真
只
中

の
毎
日
で
、
畑
の
管
理
作
業
も
ま
ま
な
ら
ず
ス
ト
レ
ス

の
溜
ま
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
の
度
、
初

の
広
報
編
集
委
員
、
し
か
も
小
学
生
時
代
の
学
級
新
聞

作
り
程
度
し
か
経
験
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
副
委
員

長
と
い
う
大
役
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
は
、
議
会
の
中
に
広
報
編
集
委
員
会
と

い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
主
な
委
員
会
活
動
は
と
い
う
と
、
ズ
バ
リ

年
４
回
の
『
議
会
だ
よ
り　

い
せ
ん
』
の
編
集
・
発
行

で
す
。
一
つ
の
号
を
発
行
す
る
の
に
２
～
３
回
の
編
集

会
議
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
毎
回
、
話
題
に
な
る
の

が
、
「
い
か
に
し
て
、
『
議
会
だ
よ
り　

い
せ
ん
』
を

よ
り
多
く
の
町
民
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
く
か
。
」

と
い
う
事
で
す
。
や
は
り
、
メ
イ
ン
の
記
事
は
「
一
般

質
問
」
の
ペ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
町
民
の
皆
様

同
様
、
今
回
、
委
員
に
な
る
ま
で
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か

私
も
こ
の
ペ
ー
ジ
し
か
読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

他
の
ペ
ー
ジ
に
も
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
『
広
報　

い
せ
ん
』
・
『
経
済
課
通
信
』
に
負
け

な
い
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
広
報
編
集
委
員
５
名
、
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ナ
イ
ス
な
ア
イ
デ

ア
等
々
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
、
広
報
編
集
部
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

（
文
責　

岡
林　

剛
也
）

平成２７年１２月
１３日（日）町民文化祭（伊仙町総合体育館）
１８日（金）ミカンコミバエ防除作業（町内）
１９日（土）公明党あきの公造時局講演会（徳之島町）
２８日（月）仕事納め

平成２８年１月
　２日（土）平成２８年伊仙町成人式（ほーらい館）
　４日（月）仕事始め

　　　　　　伊仙町消防団出初式（伊仙中学校）
１２日（火）平成２８年第１回伊仙町議会臨時会告示

１３日（水）議会運営委員会（議会委員会室）
１５日（金）平成２８年第１回伊仙町議会臨時会開会

　　　　　　正・副議長、議会運営委員長会議（議長室）
　　　　　　駐在員会・駐在員との懇談会（中央公民館）
１９日（火）日本マルコ株式会社幹部との懇談会（町内）
２１日（木）第３回徳之島三カ町議会議員連絡協議会役員会

　　　　　（議会委員会室）
２２日（金）徳之島観光連盟新年会（ほーらい館）
２６日（火）鹿児島県町村議会議員研修会（鹿児島市）
２７日（水）伊藤祐一郎知事との朝食会・要望活動（鹿児島市）
２９日（金）平成２８年第２回伊仙町議会臨時会告示

２月
　２日（火）神奈川県大和市議会視察研修及び会食

　　　　　（ほーらい館）
　　　　　　※第１次伊仙町議会任期満了

　３日（水）平成２８年第２回伊仙町議会臨時会開会

　　　　　　※第２次伊仙町議会任期開始

　４日（木）春植え推進出発式（役場庁舎前）
　５日（金）平成２７年度徳之島三町議会議員大会

　　　　　（ほーらい館）

　８日（月）秋田県横手市議会視察研修及び会食（ほーらい館）
　９日（火）議会運営委員会＜臨時＞（議会委員会室）
１１日（木）徳之島ひまわり会成人・卒業合同祝い（徳之島町）
１６日（火）鹿児島県町村議会議長会定期総会（鹿児島市）
　　　　　　鹿児島県離島振興町村議会議長会定期総会（鹿児島市）
１７日（水）鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会

　　　　　（鹿児島市）
１９日（金）企業誘致に関わる協議（議会委員会室）
２２日（月）企業誘致に関わる協議（議長室）
２４日（水）広報編集委員会（議会委員会室）
２５日（木）奄美群島市町村議会議長会（奄美市）
　　　　　　奄美群島市町村議会議長・市町村長合同会（奄美市）
　　　　　　奄美群島広域事務組合議会定例会（奄美市）
　　　　　　奄美群島市町村長・議会議長・大島支庁合同懇親会

　　　　　（奄美市）
２６日（金）平成２８年第１回伊仙町議会定例会告示

　　　　　　企業誘致に関わる全員協議会（議会委員会室）
２７日（土）生涯活躍のまちシンポジウムIN東京（東京都）
　　　　　　※副議長代理出席

　　　　　　誘致に関わる企業側との町内視察（町内）
２９日（月）経済建設・生活環境常任委員会（議会委員会室）
　　　　　　全員協議会（議会委員会室）

３月
　１日（火）徳之島高等学校卒業式（徳之島町）
　　　　　　議会運営委員会（議会委員会室）
　２日（水）企業誘致に関する担当課との協議（議長室）
　４日（金）伊仙町脳卒中対策検討会（ほーらい館）
　８日（火）平成２８年第１回伊仙町議会定例会開会

以上

平成２８年第１回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成２７年第４回定例会（閉会１２月１１日）以降の分


